
 

 

 SSR 内臓 1ch 温度調節計 
 
 

IMR02M03-J1 
 
本製品をお使いになる前に、本書をよくお読みいただき、内容を理解された上でご使用くだ

さい。なお、本書は大切に保管し、必要なときにご活用ください。 
 

本書はSB1 のパラメータについて説明したものです。 

設置・配線および詳細な取扱や各機能の操作については、必

要に応じて、以下に示す取扱説明書を参照してください。 
• SB1 設置・配線取扱説明書 (IMR02M01-J�): 製品添付 
• SB1 簡易取扱説明書 (IMR02M02-J�): 製品添付 
• SB1 取扱説明書 (IMR02M04-J�): 別冊 

 
別冊の説明書は、当社ホームページからダウンロードできます。 
ホームページアドレス: http://www.rkcinst.co.jp/down_load.htm 

 

機種や仕様などによって、表示されないパラメータがあります。 
 

� データ一覧項目の説明 
• 表示例／表示: SB1 本体の表示 

• 名 称: パラメータの名称 

• RKC 通信識別子: 
RKC 通信におけるパラメータの識別子 

• MODBUS レジスタアドレス: 
MODBUS におけるパラメータのレジスタアドレス 

HEX: 16 進数 DEC: 10 進数  
• 表示範囲／データ範囲 

パラメータの表示範囲または設定範囲 
★印の項目は通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。エンジニアリング

モードのファンクションブロック 21「小数点位置」で設定します。 
 

例）測定値 (PV) 通信時のデータ範囲: 0.0～800.0 
SB1 本体の表示範囲: 0～800 

通信データ 
 
 
 

RKC 通信 
6 桁の ASCII コードデータ 

6 桁目 1 桁目 ……… Bit 7 Bit 0 …………….… 

MODBUS 
16 ビットデータ 

 
• 出荷値: パラメータの出荷時の値 
 

� モニタ表示モード 
MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示例 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

表示範囲 出荷値 

028 測定値 (PV) M1 0000 0 0～800 °C または 0～999 °F 
 ★ 

⎯ 

000 設定値 (SV) 
モニタ 

MS 0032 50 設定リミッタ下限～ 
設定リミッタ上限 
設定変化率リミッタによる変化中の

設定値 (SV) も表示します。 ★ 

⎯ 

000 操作出力値 (MV) 
モニタ 

O1 001D 29 －5 %～＋105 % 
 ★ 

⎯ 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。 
 

� SV 設定モード 
MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

0SV 設定値 (SV) S1 0006 6 設定リミッタ下限～ 
設定リミッタ上限 ★ 

0 

MMV マニュアル 
操作出力値 (MV)  

ON 005F 95 出力リミッタ下限～ 
出力リミッタ上限 ★ 

0 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。 
 

� モード切換 
MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

A-M オート／マニュアル

切換 
J1 0039 57 0: オート (AUTO) モード 

1: マニュアル (MAN) モード 
0 

U-L 設定データ 
アンロック／ 
ロック切換 

⎯ ⎯ ⎯ 0: アンロック 
1: ロック 

0 

ILR インターロック 
解除 

IR 003A 58 0: インターロック解除  
1: インターロック状態 

0 

 

 
� パラメータ設定モード 

MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

SV1 設定値 1 (SV1) S1 0006 6 0 

SV2  設定値 2 (SV2) S2 003D 61 

設定リミッタ下限～ 
設定リミッタ上限 
 ★

0 

SSV  SV 選択 ZB 0040 64 1: 設定値 (SV1) 
2: 設定値 (SV2) 
2 つの設定値のうち、制御に使用す

る設定値を選択します。 

1 

SRU 設定変化率 
リミッタ上昇 

HH 0049 73 0 

SRd  設定変化率 
リミッタ下降 

HL 004A 74 

0～入力スパン 
 
 
 ★

0 

EV1 イベント 1 設定値

(EV1) [上側] 
A1 0007 7 50 

EL1 イベント 1 設定値

(EV1) [下側] 
BT 004C 76 

偏差警報: 
－199～＋入力スパン 
入力値または設定値警報: 
入力レンジ下限～入力レンジ上限 
 ★

−50 

EV2 イベント 2 設定値

(EV2) [上側] 
A2 0008 8 データ範囲は｢イベント 1 設定値 

(EV1) [上側]｣と同じ ★
50 

EL2 イベント 2 設定値

(EV2) [下側] 
BU 004D 77 データ範囲は｢イベント 1 設定値 

(EV1) [下側]｣と同じ ★

－50 

ATU オートチューニング

(AT) 
G1 000D 13 0: PID 制御 

1: AT 実行 
0 

STU スタートアップ

チューニング 
(ST) 

ST 0053 83 0: ST 不使用 
1: 1 回実行 
2: 毎回実行 

0 

00P 比例帯 P1 000F 15 0～入力スパン 
(0: 二位置動作)  ★

30 

00I 積分時間 I1 0010 16 0～999 秒 
(0: PD 動作) 

240 

00D 微分時間 D1 0011 17 0～999 秒 
(0: PI 動作) 

60 

0AR アンチリセット 
ワインドアップ 

W1 0012 18 比例帯の 0～100 % 
(0: 積分動作は常にOFF) 

100 

PTU POST チューニング

設定 
CB 0055 85 －3～＋3 

(0: 機能OFF) 
0 

LBA 制御ループ断線警報

(LBA) 時間 
A5 000B 11 0～999 秒 (0: 機能OFF) 

[イベント種類コードが｢2｣の場合に表示]
480 

LBD LBA デッドバンド

(LBD) 
A6 000C 12 0～入力スパン 

[イベント種類コードが｢2｣の場合に表示]
 ★

0 

00T 比例周期 T0 0013 19 1～100 秒 2 

0MT 比例周期の最低

ON/OFF 時間 
VI 0058 88 0～999 ms 0 

OLH 出力リミッタ上限 OH 0059 89 出力リミッタ下限値～105 % 
 ★

105 

OLL 出力リミッタ下限 OL 005A 90 －5 %～出力リミッタ上限値 
 ★

－5 

0PB PV バイアス PB 0017 23 －199～＋999 °C (°F) 
 ★

0 

0DF PV デジタル 
フィルタ 

F1 005D 93 0～100 秒 
(0: 機能OFF) 

1 

MMV マニュアル 
操作出力値 (MV) 

ON 005F 95 出力リミッタ下限～ 
出力リミッタ上限 ★

0 

ECo 省エネモード 
設定時間 

DI 00AB 171 0～60 分 
(0: 常時点灯) 

0 

Mnt メンテナンス 
モード切換 

ZZ 00AA 170 0: 通常動作モード 
1: メンテナンスモード 

0 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。 
 

 

� エンジニアリングモード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
z エンジニアリングモードとのファンクションブロック (F□□) 構成 
エンジニアリングモードは、次のファンクションブロック (F□□) から構成されています。

お客様の使用条件に合わせて設定してください。 
F00: 画面 (モニタ表示モード、モード切換) の非表示選択、設定データロック機能の

ロックレベル設定、エンジニアリングモード上でのRUN/STOP 切換操作が行え

ます。 
F01～F10: パラメータ設定モード時に表示されるパラメータ設定画面を非表示にする選択

が行えます。 
F21～F91: 本製品の仕様にかかわる内容の設定が行えます。 

 
F21 以降を表示させるには、F00 の Mod (モード非表示選択) を 128 に設定するこ

とが必要です。 
 
 

F00

F00 画面に戻る F01 画面に戻る F21 画面に戻る F91 画面に戻る

F01

LCY

Mon

r-S

SV1

SV2

S01

F10

MMV

F21

INP

PSH

DSO

F91

004

054

TOJ

F10 画面に戻る

S10

ECo

 
 
z エンジニアリングモードのアクセス制御 
エンジニアリングモードとの設定データアンロック／ロック切換、RUN/STOPとの関係は、

以下のようになります。 
◎: 表示／設定変更可能  ○: 表示のみ可能  ×: 表示／設定変更不可能 

RUN/STOP 設定データアンロック
／ロック切換 

エンジニア
リングモード RUN STOP 

F00 ◎ ◎ 
F01～F10 * ◎ ◎ アンロック 
F21～F91 ○ ◎ 
F00 ◎ ◎ 
F01～F10 * ◎ ◎ ロック 
F21～F91 × × 

* パラメータ設定モードと F01～F10 の中には同じ設定項目がありますが、いずれかの設

定値を変更すると、もう一方の設定値も連動して変更されます。ただし、ロック状態で

設定変更ができるパラメータについては、設定ロックレベルでロックしていない F□□

のパラメータが対象となります。 
 

z ファンクションブロック 00 (F00) 
MODBUS
レジスタ
アドレス

表示 名  称 
RKC
通信
識別子 HEX DEC

データ範囲 出荷値 

F00 ファンクション 

ブロック 00 
ファンクションブロック 00 の最初のパラメータ 

LK 0018 24 0～10 0 LCK
 

設定ロックレベル

 

0 全設定可能 6 F06～F10 設定不可 
1 F01～F10 設定不可 7 F07～F10 設定不可 
2 F02～F10 設定不可 8 F08～F10 設定不可 
3 F03～F10 設定不可 9 F09～F10 設定不可 
4 F04～F10 設定不可 10 F10 設定不可 
5 F05～F10 設定不可  

 

MON
 

モニタ非表示選択 LP 003B 59 0: すべて表示 
2: MV モニタおよび SV 設定モード

のマニュアルMV を非表示 
 
ビットデータ 
Bit 0: 不使用 
Bit 1: MVモニタおよびSV設定モー

 ドのマニュアルMV を非表示

Bit 2～7: 不使用 
0: 表示 1: 非表示 

[10 進数表現: 0～2] 

0 

MOD モード非表示選択 LM 003C 60 0: モード切換画面  
(オート／マニュアル切換、設定

データアンロック／ロック切換、

インターロック解除) を表示 
1: オート／マニュアル切換 [非表示]
2: 設定データアンロック／ロック 

切換 [非表示] 
4: インターロック解除 [非表示] 
8: R/S キーでの RUN/STOP 切換操

作禁止 
128: F21 以降を表示 
複数の項目を実行する場合は、各項

目の設定値を加算した値を設定しま

す。* 
 

ビットデータ 
Bit 0: オート／マニュアル切換  

[非表示] 
Bit 1: 設定データアンロック／ 

ロック切換 [非表示] 
Bit 2: インターロック解除 [非表示]
Bit 3: R/SキーでのRUN/STOP切換

操作禁止 
Bit 4～6: 不使用 
Bit 7: F21 以降を表示 
0: 表示 1: 非表示 

[10 進数表現: 0～143] 

0 

R-S RUN/STOP 設定 SR 0019 25 0: RUN 
1: STOP 

0 

* [設定例] オート／マニュアル切換とインターロック解除の画面表示を両方とも非表示にする場合は、 
 5 を設定します。 

設定例: モニタ表示モードの操作出力値 (MV) モニタを非表示にする場合 

 028 F00 Mon 000
 ＋ 

004MOD
＋ 

モニタ表示 

モードに戻る 

(4 秒以上押す) (2 回押す)

(2 回押す)

モニタ表示モード 
[PVモニタ] 

 

 
 

 

非表示にしたい該当項目の数値を設定します。 
非表示にしたい項目が複数ある場合には、該当項目の数値を足した値を設定してく

ださい。 
 
z ファンクションブロック 01 (F01)～10 (F10) 

MODBUS
レジスタ
アドレス

表示 名  称 
RKC 
通信 
識別子 HEX DEC

データ範囲 出荷値 

F01 ファンクション 
ブロック 01 

ファンクションブロック 01 の最初のパラメータ 

SV1 設定値 1 (SV1) S1 0006 6 0 

SV2 設定値 2 (SV2) S2 003D 61

設定リミッタ下限～ 
設定リミッタ上限 
 ★

0 

SSV  SV 選択 ZB 0040 64 1: 設定値 (SV1) 
2: 設定値 (SV2) 
2 つの設定値のうち、制御に使用す

る設定値を選択します。 

1 

S01 F01 ブロックの 
非表示選択 

DA 0041 65 0: 表示 
1: 非表示 

1 

F03 ファンクション 
ブロック 03 

ファンクションブロック 03 の最初のパラメータ 

SRU 設定変化率 
リミッタ上昇 

HH 0049 73 0 

SRD 設定変化率 
リミッタ下降 

HL 004A 74

0～入力スパン 
 
 
 ★

0 

S03 F03 ブロックの 
非表示選択 

DL 004B 75 0: 表示 
1: 非表示 

1 

F04 ファンクション 
ブロック 04 

ファンクションブロック 04 の最初のパラメータ 

EV1 イベント 1 設定値

(EV1) [上側] 
A1 0007 7 50 

EL1 イベント 1 設定値

(EV1) [下側] 
BT 004C 76

偏差警報: 
－199～＋入力スパン 
入力値または設定値警報: 
入力レンジ下限～入力レンジ上限 
 ★

－50 

EV2 イベント 2 設定値

(EV2) [上側] 
A2 0008 8 データ範囲は｢イベント 1 設定値 

(EV1) [上側]｣と同じ ★

50 

EL2 イベント 2 設定値

(EV2) [下側] 
BU 004D 77 データ範囲は｢イベント 1 設定値 

(EV1) [下側]｣と同じ ★

－50 

S04 F04 ブロックの 

非表示選択 

DM 0052 82 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F05 ファンクション 

ブロック 05 
ファンクションブロック 05 の最初のパラメータ 

ATU オートチューニング

(AT) 
G1 000D 13 0: PID 制御 

1: AT 実行 
0 

STU スタートアップ

チューニング 
(ST) 

ST 0053 83 0: ST 不使用 
1: 1 回実行 
2: 毎回実行 

0 

S05 F05 ブロックの 

非表示選択 

DN 0054 84 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F06 ファンクション 

ブロック 06 
ファンクションブロック 06 の最初のパラメータ 

00P 比例帯 P1 000F 15 0～入力スパン 
(0: 二位置動作)  ★

30 

00I 積分時間 I1 0010 16 0～999 秒 
(0: PD 動作) 

240 

00D 微分時間 D1 0011 17 0～999 秒 
(0: PI 動作) 

60 

0AR アンチリセット 
ワインドアップ 

W1 0012 18 比例帯の 0～100 % 
(0: 積分動作は常にOFF) 

100 

PTU POST チューニング

設定 
CB 0055 85 －3～＋3 

(0: 機能OFF) 
0 

S06 F06 ブロックの 

非表示選択 

DO 0056 86 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F07 ファンクション 

ブロック 07 
ファンクションブロック 07 の最初のパラメータ 

LBA 制御ループ断線警報

(LBA) 時間 
A5 000B 11 0～999 秒 (0: 機能OFF) 

[イベント種類コードが｢2｣の場合に表示]
480 

LBD LBA デッドバンド

(LBD) 
A6 000C 12 0～入力スパン 

[イベント種類コードが｢2｣の場合に表示]
 ★

0 

S07 F07 ブロックの 

非表示選択 

DQ 0057 87 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F08 ファンクション 

ブロック 08 
ファンクションブロック 08 の最初のパラメータ 

00T 比例周期 T0 0013 19 1～100 秒 2 

0MT 比例周期の最低

ON/OFF 時間 
VI 0058 88 0～999 ms 0 

OLH 出力リミッタ上限 OH 0059 89 出力リミッタ下限値～105 % 
 ★

105 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。 

SB1 パラメータ一覧 
All Rights Reserved, Copyright © 2010, RKC INSTRUMENT INC. 

警 告  
 
エンジニアリングモード (F21～F81) の内容は、使用条件に合わせて最初

に設定するデータであり、その後、通常に使用される限りでは変更の必要

がない項目です。また、むやみに設定を変更すると、機器の誤動作、故障

の原因となりますので注意してください。この場合の機器故障、破損につ

いては、当社は一切の責任を負いませんのでご了承ください。 



 

MODBUS は Schneider Electric の登録商標です。 
その他、本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。 

® 理化工業株式会社 
RKC INSTRUMENT INC. 

 
初 版: 2011 年 3 月[IMQ01]

本 社 〒146-8515 東京都大田区久が原 5-16-6 
 TEL (03)3751-8111(代) FAX (03)3754-3316 MAR. 2011

技術的なお問い合わせは、カスタマーサービス専用電話 TEL (03) 3755-6622 をご利用ください。

 

MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

OLL 出力リミッタ下限 OL 005A 90 －5%～出力リミッタ上限値 
 ★ 

－5 

S08 F08 ブロックの 

非表示選択 

DR 005C 92 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F09 ファンクション 

ブロック 09 
ファンクションブロック 09 の最初のパラメータ 

0PB PV バイアス PB 0017 23 －199～＋999 °C (°F) 
 ★ 

0 

0DF PV デジタル 
フィルタ 

F1 005D 93 0~100 秒 
(0: 機能OFF) 

1 

S09 F09 ブロックの 
非表示選択 

DS 005E 94 0: 表示 
1: 非表示 

0 

F10 ファンクション 
ブロック 10 

ファンクションブロック 10 の最初のパラメータ 

MMV マニュアル 
操作出力値 (MV) 

ON 005F 95 出力リミッタ下限～ 
出力リミッタ上限 ★ 

0 

ECo 省エネモード 
設定時間 

DI 00AB 171 0～60 分 
(0: 常時点灯) 

0 

Mnt メンテナンス 
モード切換 

ZZ 00AA 170 0: 通常動作モード 
1: メンテナンスモード 

0 

S10 F10 ブロックの 
非表示選択 

DT 0060 96 0: 表示 
1: 非表示 

1 

 
 
z ファンクションブロック 21 (F21) ～91 (F91) 
F21 以降を表示させるための条件: 「z エンジニアリングモードのアクセス制御」参照 

• ｢モード非表示選択 (MOD)」で 128 を設定する 

• 設定アンロック状態であること 

MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

F21 ファンクション 
ブロック 21 

ファンクションブロック 21 の最初のパラメータ 

INP 入力種類 XI 0061 97 0: K (0～800 °C) 
3: J (0～800 °C) 
15: Pt100 (0～400 °C) 
17: K (0～999 °F) 
19: J (0～999 °F) 
31: Pt100 (0～800 °F) 

型式コードに

よって異なる 

 dP 小数点位置 XU 00AF 175 0: 通信時の小数点なし 
1: 通信時の小数点あり 

1 

PSH 入力スケール上限 XV 0064 100 入力スケール下限～ 
入力レンジの最大値 ★ 

入力レンジの 
最大値 

PSL 入力スケール下限 XW 0065 101 入力レンジの最小値～ 
入力スケール上限 ★ 

入力レンジの 
最小値 

SLH 設定リミッタ上限 SH 0066 102 
 

設定リミッタ下限～ 
入力スケール上限 ★ 

入力スケール 
上限 

SLL 設定リミッタ下限 SL 0067 103 入力スケール下限～ 
設定リミッタ上限 ★ 

入力スケール 
下限 

DSO PV 点滅表示 DU 0068 104 0: 点滅 
1: 点滅表示なし 

0 

F23 ファンクション 
ブロック 23 

ファンクションブロック 23 の最初のパラメータ 

DIS DI 割付 H2 0069 105 0: 不使用 (DI 割付なし) 
1: SV 選択機能 (SV1/SV2) 
2: RUN/STOP 切換 
3: AUTO/MAN 切換 
4: インターロック解除 

1 

F30 ファンクション 
ブロック 30 

ファンクションブロック 30 の最初のパラメータ 

0SS STOP 時の出力 
動作 

SS 006A 106 0: イベント出力OFF 
1: イベントの動作継続 

0 

F41 ファンクション 
ブロック 41 

ファンクションブロック 41 の最初のパラメータ 

ES1 イベント 1 種類 XA 0070 112 0～23 [表 1 参照] 型式コードに
よって異なる 

HO1 イベント 1 
待機動作 

WA 0071 113 0: 待機なし 
1: 待機 (電源ON 時、STOP から 

RUN への切換時) 
2: 再待機 (電源ON 時、STOPから 

RUN への切換時、SV 変更時) 

型式コードに
よって異なる 

EH1 イベント 1 
動作すきま 

HA 0072 114 0～入力スパン 
 ★ 

2 

EB1 入力バーンアウト

時のイベント 1 
出力動作の選択 

OA 0073 115 0: バーンアウト時にイベント出力

を強制ON にしない 
1: オーバースケール時ON、 

アンダースケール時は何もしない 
2: アンダースケール時ON、 

オーバースケール時に何もしない 
3: オーバースケールまたは 

アンダースケール時ON 
4: オーバースケールまたは 

アンダースケール時OFF 

0 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。  

 

MODBUS 
レジスタ 
アドレス 表示 名  称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

ET1 イベント 1 
遅延タイマ 

TD 0075 117 0～600 秒 0 

IL1 イベント 1 
インターロック 

LF 0076 118 0: 不使用 (機能OFF) 
1: 使用 

0 

F42 ファンクション 
ブロック 42 

ファンクションブロック 42 の最初のパラメータ 

ES2 イベント 2 種類 XB 0077 119 型式コードに
よって異なる

HO2 イベント 2 
待機動作 

WB 0078 120 型式コードに
よって異なる

EH2 イベント 2 
動作すきま 

HB 0079 121 2 

EB2 入力バーンアウト

時のイベント 2 
出力動作の選択 

OB 007A 122 0 

ET2 イベント 2 
遅延タイマ 

TG 007C 124 0 

IL2 イベント 2 
インターロック 

LG 007D 125 

パラメータのデータ範囲は、 
ファンクションブロック41 (イベン

ト 1) パラメータと同様です。 

0 

F46 ファンクション 
ブロック 46 

ファンクションブロック 46 の最初のパラメータ 

0ED イベント発生時の

制御動作 
LU A2 162 0: 制御演算による動作 

1: イベント 1 発生で 
制御出力OFF (－5 %) 

2: イベント 2 発生で 
制御出力OFF (－5 %) 

3: イベント 1 または 2 発生で 
制御出力OFF (－5 %) 

4: イベント 1 および 2 発生で 
制御出力OFF (－5 %) 

0 

0FS 負荷電源遮断 
機能選択 

HZ A3 163 0: Fail 時動作 (Fail 状態解消で復帰)
1: Fail 時または LBA 発生時動作 

(状態保持) 
2: Fail 時または LBA 発生時動作 

(Fail および LBA 状態解消で復帰)

0 

EOS イベント出力選択 E1 A4 164 0: 出力OFF 
1: イベント1発生でイベント出力ON
2: イベント2発生でイベント出力ON
3: イベント1または2発生でイベント

出力ON 
4: イベント1および2発生でイベント

出力ON 

3 

EX1 DO の 
励磁／非励磁 

Z1 0074 116 0: 励磁 
1: 非励磁 

0 

F51 ファンクション 
ブロック 51 

ファンクションブロック 51 の最初のパラメータ 

OHH 二位置動作すきま 
上側 

IV 0090 144 1 

OHL 二位置動作すきま 
下側 

IW 0091 145 

0～100 °C (°F) 
 
 
 ★

1 

OBO バーンアウト時の 
制御出力選択 

WH 0092 146 0: 制御演算の結果 
1: 出力リミッタ下限値 (出力OFF)

0 

BMP (オート→マニュア

ル切換時の)  
バンプレス動作選択 

OT 0093 147 0: バンプレスなし 
1: バンプレスあり 

1 

DTP 微分動作選択 KA 0094 148 0: 測定値微分 
1: 偏差微分 

0 

 TU 不使用 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ 

F52 ファンクション 
ブロック 52 

ファンクションブロック 52 の最初のパラメータ 

ATC AT サイクル G3 0095 149 0: 1.5 サイクル 
1: 2.5 サイクル 

0 

ATH AT 動作すきま 
時間 

GH 0096 150 0～50 秒 10 

STS ST 起動条件 SU 0097 151 0: 電源ON 時、STOP からRUN へ

の切換時、または設定値 (SV) 変
更時に起動 

1: 電源 ON 時、または STOP から

RUN への切換時に起動 
2: 設定値 (SV) 変更時に起動 

0 

F60 ファンクション 
ブロック 60 

ファンクションブロック 60 の最初のパラメータ 

CMP 通信プロトコル 
選択 

⎯ ⎯ ⎯ 0: RKC 通信 
1: MODBUS 

型式コードに

よって異なる

ADD デバイスアドレス ⎯ ⎯ ⎯ 0～99 (MODBUS 時:1～99) 0 
(MODBUS: 1)

BPS 通信速度 ⎯ ⎯ ⎯ 0: 2400 bps 
1: 4800 bps 
2: 9600 bps 
3: 19200 bps 

3 

BIT データビット構成 ⎯ ⎯ ⎯ 0～11 (MODBUS 時: 0～5) 
[表 2 参照] 

0 

INT インターバル時間 ⎯ ⎯ ⎯ 0～250 ms 10 

★ 通信時のみ小数点以下 1 桁まで表示できます。 
 

 

MODBUS
レジスタ
アドレス

表示 名  称 
RKC
通信
識別子 HEX DEC

データ範囲 出荷値 

CRM 通信応答モニタ ⎯ ⎯ ⎯ 0: 通常応答正常 
1: オーバーランエラー 
2: パリティエラー 
4: フレームエラー 
8: 受信バッファオーバーフロー 
複数のエラーが発生した場合、 
各値を足した数値が表示されます。

0 

F70 ファンクション 
ブロック 70 

ファンクションブロック 70 の最初のパラメータ 

SRT 設定変化率リミッタ

単位時間選択 
HU 0098 152 0: 1 分単位 

1: 1 時間単位 
0 

F80 ファンクション 
ブロック 80 

ファンクションブロック 80 の最初のパラメータ 

LbC バーンアウト状態

モニタ遅延回数 
IB 00AC 172 0～10 回 0 

F81 ファンクション 
ブロック 81 

ファンクションブロック 81 の最初のパラメータ 

SbL SB リンク選択 C0 00AD 173 0: SB リンク無効 
1: SB リンク有効 

0 

GAd グループ内 
アドレス 

G0 00AE 174 0: グループ内アドレス 1 
1: グループ内アドレス 2 
2: グループ内アドレス 3 
3: グループ内アドレス 4 

0 

SbE SB リンク 
異常時の制御動作

QM 00B0 176 0: 制御演算による動作 
1: 異常を 1 回検出したら制御出力

OFF (−5 %) 
2: 異常を 2 回検出したら制御出力

OFF (−5 %) 
3: 異常を 3 回検出したら制御出力

OFF (−5 %) 
4: 異常を 4 回検出したら制御出力

OFF (−5 %) 
5: 異常を 5 回検出したら制御出力

OFF (−5 %) 

2 

F91 ファンクション 
ブロック 91 

ファンクションブロック 91 の最初のパラメータ 

005 ＲＯＭバージョン

モニタ (上位) 

079 ＲＯＭバージョン

モニタ (下位) 

VR 
 

⎯ ⎯ 搭載ソフトウェアのバージョンを 
表示します。 

⎯ 

WTH 積算稼働時間 
モニタ (上位) 

WTL 積算稼働時間 
モニタ (下位) 

UT ⎯ ⎯ 0～19999 時間 ⎯ 

TCJ 周囲温度ピーク

ホールド値モニタ

HP ⎯ ⎯ −10～＋100 °C (14～212 °F) ⎯ 

 

表1:イベント種類 (F41, F42) [▲: 設定値 (SV)  △: イベント設定値  ☆: イベント動作すきま] 

設定値 イベント種類コード 動作 
0 N イベントなし  

A 上限偏差 (SV モニタ値使用) 
E 待機付き上限偏差 (SV モニタ値使用)* 

1 

Q 再待機付き上限偏差 (SV モニタ値使用) * 
 上限偏差 (ローカルSV 値使用) 
 待機付き上限偏差 (ローカルSV 値使用) * 

14 

 再待機付き上限偏差 (ローカルSV 値使用) *

(イベント設定値がプラス側のとき) 

(イベント設定値がマイナス側のとき) 

OFF ON 
Low High PV 

☆

OFF ON 
Low High PV 

☆

 

B 下限偏差 (SV モニタ値使用) 
F 待機付き下限偏差 (SV モニタ値使用) * 

2 

R 再待機付き下限偏差 (SV モニタ値使用) * 
 下限偏差 (ローカルSV 値使用) 
 待機付き下限偏差 (ローカルSV 値使用) * 

15 

 再待機付き下限偏差 (ローカルSV 値使用) *

(イベント設定値がプラス側のとき) 

(イベント設定値がマイナス側のとき) 

OFF ON 
Low High PV 

☆

OFF ON 
Low High PV 

☆

C 上下限偏差 (SV モニタ値使用)◆ 
G 待機付き上下限偏差 (SV モニタ値使用) *◆

3 

T 再待機付き上下限偏差 (SV モニタ値使用) 
*◆ 

 上下限偏差 (ローカルSV 値使用) ◆ 
 待機付き上下限偏差 (ローカルSV 値使用) 

*◆ 

16 

 再待機付き上下限偏差 (ローカル SV 値使用) 
*◆ 

X 上下限偏差 (SV モニタ値使用) 
[上限・下限個別設定] 

Y 待機付き上下限偏差 (SV モニタ値使用) * 
[上限・下限個別設定] 

5 

Z 再待機付き上下限偏差 (SV モニタ値使用) *
[上限・下限個別設定] 

 上下限偏差 (ローカルSV 値使用) 
[上限・下限個別設定] 

 待機付き上下限偏差 (ローカルSV 値使用) *
[上限・下限個別設定] 

18 

 再待機付き上下限偏差 (ローカルSV値使用) * 
[上限・下限個別設定] 

 
 
 
 

 

◆:イベント設定値をマイナス設定した場合には、

絶対値として扱い、動作は上図と同じになります。

ON OFF ☆ON 
Low High PV 

☆

4 D 範囲内 (SV モニタ値使用) ◆ 
6 U 範囲内 (SV モニタ値使用) 

[上限・下限個別設定] 
17  範囲内 (ローカルSV 値使用) ◆ 
19  範囲内 (ローカルSV 値使用) 

[上限・下限個別設定] 

 

◆:イベント設定値をマイナス設定した場合には、

絶対値として扱い、動作は上図と同じになります。

ON OFF☆

Low High PV
☆

H 上限入力値 9 
K 待機付き上限入力値* 

OFF ON 
Low High PV 

☆

J 下限入力値 10 
L 待機付き下限入力値* 

OFF ON 
Low High PV 

☆

7 V 上限設定値 (SV モニタ値使用) 
20  上限設定値 (ローカルSV 値使用) 

OFF ON 
Low High PV 

☆

8 W 下限設定値 (SV モニタ値使用) 
21  下限設定値 (ローカルSV 値使用) 

OFF ON 
Low High PV 

☆

11 2 制御ループ断線警報 (LBA) ** 

A: 昇温時:警報状態領域  降温時:非警報状態領域
B: 昇温時:非警報状態領域 降温時:警報状態領域 

警報状態領域非警報状態領域 B警報状態領域

Low High PV
A

LBD設定値

LBDの動作すきま

13 3 FAIL FAIL は動作停止 
(FAIL出力[非動作確定]: 異常時に接点オープン)

12 4 RUN 中モニタ RUN でイベントON (STOP でイベントOFF)
23 5 通信監視結果の出力 10 秒間、本機器が正常に通信が行われない 

場合にイベントON 

* 待機動作、再待機動作については、「イベント待機動作 (HO1～ HO2)」 で設定する必要があります。 
** 制御ループ断線警報 (LBA) 機能使用上の注意: 
・ AT 中は、LBA 機能は使用できません。 
・ パラメータ設定モードの LBA 時間は、通常、積分時間の 2 倍程度に設定してください。 
・ LBA時間の設定時間が短かったり、制御対象に合わなかったりした場合には、LBAがON/OFFしたり、

ON にならないことがあります。このような場合、LBA 時間を少し長めに設定してください。 
 
表 2: データビット構成 (F60) 

設定値 データ 
ビット 

パリティ
ビット 

ストップ
ビット 設定値 データ 

ビット 
パリティ
ビット 

ストップ
ビット 

0 8 なし 1 6 7 なし 1 
1 8 なし 2 7 7 なし 2 
2 8 偶数 1 8 7 偶数 1 
3 8 偶数 2 9 7 偶数 2 
4 8 奇数 1 10 7 奇数 1 
5 8 奇数 2 11 7 奇数 2 

RKC 通信の設定範囲: 0～11 
MODBUS の設定範囲: 0～5 
 
 


